
































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は①
世界の穀物等の作物生産量の増加は、主に品種改良や施肥技術等の向上に伴う単位面積当
たり収量（単収）の増加によって達成されてきた。耕地面積の拡大によるものではないた
め、①が最も不適切となる。

●問題Ⅲ-2
正解は①
トウモロコシでは一代雑種（F1）の雑種強勢による収量向上を目的とし、野菜類では収量
性に加えて生育や品質の斉一性、耐病性などの優性形質を集積する目的で利用されるた
め、①が適切である。

●問題Ⅲ-3
正解は④
タマネギの可食部は、葉の基部が肥厚して養分を蓄えた鱗葉（葉）が重なり合った鱗茎で
ある。根を可食部とする記述は植物形態学的に誤りであり、④が最も不適切となる。

●問題Ⅲ-4
正解は④
ソバは播種から収穫までの期間が短くムギ類の後作に適するが、過湿に弱く湿害を受けや
すい。水田転作では排水対策の徹底や、機械収穫時のロスを防ぐ難脱粒性品種の導入が重
要となる。

●問題Ⅲ-5
正解は③
遺伝子組換え技術による除草剤耐性ダイズやナタネ等は海外で広く商業栽培されている
が、日本国内においては商業目的での大規模な一般栽培は行われていないため、③が最も
不適切となる。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
ブロッコリーはアブラナ科に属する野菜であり、ナス科ではない。ジャガイモやトマトは
ナス科に属するが、ブロッコリーをナス科とする組み合わせは誤りであり、⑤が不適切と
なる。

●問題Ⅲ-7
正解は②
選択肢の中でイネは二酸化炭素の初期固定産物がC3化合物である典型的なC3植物である。
トウモロコシ、サトウキビ、ソルガム、ネピアグラスはいずれも光合成効率の高いC4植物
である。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
ナシ黒斑病の病原は糸状菌（Alternaria kikuchiana）であり、胞子が風雨によって飛散
・伝搬する。病原の種類をウイルス、伝搬方法を昆虫とする組み合わせは誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は③
花粉交配昆虫はポリネーターと呼ばれる。果菜類の施設栽培では従来セイヨウミツバチが
多用されてきたが、不足対策や代替としてクロマルハナバチの利用が普及している。

●問題Ⅲ-10
正解は④
沖縄県全域から根絶されたミバエ類のうち、メチルオイゲノール誘殺剤を用いた雄除去法
で根絶されたのはミカンコミバエである。ウリミバエは不妊虫放飼法により根絶されたた
め誤りである。



●問題Ⅲ-11
正解は②
岩石がその鉱物組成や化学的性質を変えずに、温度変化や水の凍結膨張などの物理的作用
によって細かく砕かれる作用は物理的（機械的）風化作用であるため、②の記述は不適切
となる。

●問題Ⅲ-12
正解は②
低温殺菌（パスチャライゼーション等）は、牛乳などで60〜70℃程度の温和な加熱を行い
病原菌を殺滅する熱殺菌技術である。冷凍によって殺菌する技術ではないため、②は誤り
である。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
タンニンは植物界に広く分布するポリフェノール化合物（植物二次代謝産物）の一種であ
り、高分子フェノール性化合物であってタンパク質ではないため、⑤が該当する。

●問題Ⅲ-14
正解は④
アクリルアミドは、ジャガイモなどに含まれるアスパラギンと還元糖が高温加熱（揚げ・
焼き等）されるメイラード反応の過程で副生する有害物質であるため、④の記述が適切で
ある。

●問題Ⅲ-15
正解は①
ダイズは子実に脂質やタンパク質を豊富に蓄積する油糧・マメ科作物であり、デンプン含
量は極めて少ない。デンプン含量が70%前後あるトウモロコシと同程度とする①は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-16
正解は③
加熱糊化されて崩れた構造を持つα-デンプンは、結晶構造を持つ生の未糊化デンプン（
β-デンプン）に比べて消化酵素の作用を受けやすく消化性に優れるため、③が適切であ
る。

●問題Ⅲ-17
正解は④
エンゲル係数は消費支出に占める食料費の割合である。日本のエンゲル係数は昭和中期の
高度経済成長期を経て低下し、平成10年代には20%台前半で推移していたため、④は誤り
である。

●問題Ⅲ-18
正解は①
平成25年の統計において、牛肉輸入は豪州が第1位、米国が第2位である。豚肉輸入は米
国、カナダに次ぐ第3位がデンマーク、食鳥肉輸入の第1位はブラジルである。

●問題Ⅲ-19
正解は②
高病原性鳥インフルエンザの病原体はA型インフルエンザウイルスである。細菌であるペ
スト菌（Yersinia pestis）とは全く異なる病原体であるため、②の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
家畜排せつ物はC/N比が低いほど有機物の分解が速く進む。C/N比が最も低く速効性肥料と
なるのが鶏糞、最も高く土壌改良効果の高い有機物源となるのが牛糞であるため、⑤が正
しい。



●問題Ⅲ-21
正解は③
ランドレース種はデンマーク原産の白色豚で、体長が長く、大きな垂れ耳を持つのが典型
的な品種特性であるため、③の記述が外貌上の特徴として最も適切である。

●問題Ⅲ-22
正解は⑤
可消化粗タンパク質はDCP、可消化養分総量はTDNである。揮発性脂肪酸がVFA、酸性デタ
ージェント繊維がADF、中性デタージェント繊維がNDFであり、c, d, eが正しい。

●問題Ⅲ-23
正解は④
牛枝肉取引規格は全国統一の基準であり、品種や性別、月齢にかかわらず共通の規格に基
づいて歩留等級と肉質等級の格付けが行われるため、品種別に別基準を用いるとする④は
誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は④
農村の自然環境は、長年にわたる持続的な農業生産活動や集落の共同管理を通じて形成・
維持されてきた二次的自然であるため、適切な人手の介在が不可欠であるとする④が適切
である。

●問題Ⅲ-25
正解は①
全国のため池の約7割は江戸時代以前に築造されたものであり、新田開発が盛んに行われ
た江戸時代に多く作られた。明治時代に7割が造られたとする記述は歴史的事実と異なり
誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
水力発電における水車の理論水力Pは、重力加速度g=9.8m/s^2を用いてP=9.8HQ [kW]で表
される。9.8で除算する式とする記述は明らかな数式上の誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は①
表土扱いは、基盤切盛土工に先立って肥沃な作土をあらかじめ剥ぎ取り集積しておき、整
地完了後に再び圃場全面に均平に戻す工法であり、他土と置き換える工法ではないため誤
りである。

●問題Ⅲ-28
正解は②
雨水による地表流出水が集中して形成された浅い溝（リル）が拡大・進行し、農業機械の
走行や営農を妨げる深い谷状の侵食溝となったものをガリ侵食と呼ぶため、②が適切であ
る。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
畑作物は過湿や湛水に極めて弱く、短時間の冠水でも根腐れや枯死等の湿害を起こす。水
田と同様に湛水を許容して排水施設を設計することはできず、⑤の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は②
水理的応答は、水面勾配の変化が伝播する開水路のほうが遅く、圧力波として瞬時に伝達
される管水路のほうが速い。開水路を速く管水路を遅いとする記述は物理的に逆であり誤
りである。

●問題Ⅲ-31
正解は①



まだ固まらないコンクリートには施工性（ワーカビリティー）、硬化コンクリートには強
度や耐久性が要求される。材料の単位量を定め、所要の水セメント比以下とするのが基本
である。

●問題Ⅲ-32
正解は③
畦間灌漑は重力によって畦間に水を流下浸透させる地表灌漑方式であるため、地形勾配や
土壌浸透能の影響を強く受け、砂質土や急傾斜地等には適用できず制約なしとする記述は
誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は②
地域活性化とは単なる経済指標の向上にとどまらず、地域社会の活力や固有の伝統文化、
住民生活を含めた総合的な活力を高める取り組みであるため、②の記述が最も適切であ
る。

●問題Ⅲ-34
正解は③
日常的に長時間稼働する用水機場では経済性や保守性に優れる電動機が用いられ、非常時
や洪水時等に短時間稼働する排水機場では停電時も稼働可能な内燃機関が用いられるため
誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は④
通水断面積が同一の長方形水路において、水深と水面幅の比が1:2の幅の狭い水路は潤辺
長が最も長くなり、径深Rが最小となるためマニングの公式より流速が最も小さくなる。


